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Salvage re: Therapy
－埋没した「戸塚らしさ」を汲み取る再開発計画－
DIFFERENT SALVAGE THERAPY
-REDEVELOPMENT PLAN TO CAPTURE THE BURIED "SUITABLE TO TOTSUKA"-
大江優司
Yuji OE
主査　渡辺真理　　　副査　下吹越武人・高村雅彦　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　Redevelopment projects are currently being conducted in many areas. However, it is abrupt or feels like a 
gap in the era. I feel that there is a redevelopment work that respects the history and culture that the area has 
and that makes the town of good quality, and I will do the plan.
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　現在、多くの地域で再開発事業が行われている。そ
れらは町の人に恩恵をもたらすものもあれば負の遺産
として扱われるものもある。再開発を行うということ
は、その場、その地域に何かしらの負の状態が起きて
いるということであり、そこに対して何らかの所作を
行うべきであるということは当然のことである。しか
し、その行われ方が唐突であったり、時代のギャップ
のようなものを感じる。
　生産年齢人口が減り、高齢化社会に入っている現状
において、これからの社会に求められている再開発の
在り方が変化すべきであると思う。
20 世紀のビッグネスの理論を 21 世紀の新たな理論
に転換しなければ、巨大建造物内の廃墟化が進むこと
になるはずである。
私は、その地域が持っている歴史や文化を尊重した、
町を良質にする再計画の所作があると感じ、本計画を
進める。
　（１）横浜市戸塚区戸塚町
　 戸 塚 町 は 横 浜 市 戸 塚 区 の 中 部 に 位 置 し、 北 側 に
は JR 戸 塚 駅 が あ る。 面 積 は 3296k ㎡、 人 口 は 現 在
33070 人を数え、 戸塚区内では最大の町である。 戸
塚駅周辺は横浜市の副都心として位置づけられている
が、そのような位置づけになる前には様々な町として
の歴史を持っている。
１．はじめに
２．研究
　（２）戸塚の歴史
　江戸時代には柏尾川の恩恵によって田畑が広がって
いた。また、当時の日本橋から歩いて一日目の終着点
としての距離であったため、宿場町となり栄えていっ
た。戦時中には内陸工業地帯としての顔を持つように
なり、そこで働く人のための宿舎ができたことで人口
が増加した。その頃から駅前には商店街が増えていく
が、戦後には闇市になる。やがて賑わいを持った商店
街へと姿を変え、趣ある街並みが数年前まで残ってい
た。そして現在では先にも述べたように、横浜の副都
心として位置づけられるようになり、町は都市化に向
け走り出している。
図１　東海道宿場町と戸塚の位置
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　（３）戸塚駅西口再開発事業
　明治時代に開通した戸塚駅は、神奈川県の中で JR
の乗車人員が横浜駅についで２番目に多い。横浜駅と
鎌倉駅の中心に位置する利便性と、柏尾川などの自然
も多い閑静な住宅地として多くの人が住む町である。
駅前の商店街はこういった立地性や自然によって長く
愛され続けていた。
　しかし、商店街内の建物の老朽化による防災上の問
題であったり、国道１号線の通る開かずの踏切による
交通渋滞の影響から 1962 年に西口の再開発事業が立
案された。その後、住民の反対意見が多く長い間計画
は進まずにいたが、2007 年６月より本格的な工事が
開始され、2010 年 4 月に商業施設のトツカーナが竣
工した。2012 年には戸塚区役所新庁舎が完成、移転し、
2015 年には戸塚地下車道が開通した。
図２　戸塚駅西口再開発事業による町の変化
図３　戸塚駅利用人員と人口統計
図４　町の骨格の変化
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　（４）再開発による町の変化
　4.3ha の土地を整地した結果、戦後の闇市以来の歴
史を持つ旭町通商店街などの半数以上が取り壊され、
駅ビルの中へテナントとして入るか補償金をもらい、
立ち退くかという状態になった。この新たに完成した
駅ビルトツカーナ内には東急ストアと元の商店が入っ
ている。しかし、テナント部分へのアクセスが悪く、
常に閑散としたエリアになっている。オープンから 4
年半の期間で 20 以上の店舗が閉店してしまった。現
在もシャッターが常に降りた状態が続き、人の流れを
妨げることになってしまっている。
　駅ビル内のテナントエリアと東急プラザ、新たな区
庁舎は完全なエリア別けがなされ、かつての商店街の
横の繋がりや、 偶発的な出会いはなくなってしまっ
た。また、開発地全体に架けられた人工地盤により、
施設内だけでなく、施設と町のとつながりも著しくそ
がれてしまい、商店街が残るエリアとの分断や、バス
ターミナルへの直結ルートによって人の流れが大きく
変化した。
　（５）その他の町の問題
　現在残っている商店街沿いを通る国道一号線は、上
り 2 車線下り 1 車線であり、 駅を利用する量に対し
て車線が不足しており、平成 37 年を目途に拡幅工事
が予定されている。
　現在残された商店街の建物は老朽化や空き家も増加
している。また、商店街の縮小によってかつての横の
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つながりによって生まれていた活気あるコミュニティ
が無くなってしまった。
　駅近くの地区センターも平成 30 年で築 40 年を迎
えた。戸塚に存在する様々なコミュニティ団体に利用
されているが、 部屋の数が足りない状態になってい
る。老朽化しかり、町の構造が変わった今、地区セン
ターの在り方も問われ始めている。
　戸塚駅から半径 300m 以内に 2 つの小学校がある。
両校ともに生徒数が約 1000 人に及ぶマンモス校であ
る。しかし、かつては商店街という町の人と関わる場
所があったが、現在ではそれもない。また、戸塚小学
校では、教室数が不足し、校庭の半分をつぶして新た
な校舎が建設された。柏尾川が唯一の救いであるが、
子供たちの居場所がなくなっているのは間違いない。
　現在周辺には大型の集合住宅が多く建設されてい
る。駅前の再開発を皮切りに町は大きく変化し始めて
いる。
　やがて再開発によって残されたエリアにも再開発の
手が伸びるのは時間の問題である。
　（１）計画について
　「Salvage Therapy」とは医療用語で救済療法のこと
である。主にがん治療等に対しての初期治療が無反応
であった場合に行う治療のことを言う。
　商店街から再開発への移行を初期治療と捉え、私が
行う計画を救済療法として処置する。しかし、今回の
計画では駅ビル自体を再編するわけではなく、これか
ら起こるであろう再開発に対して行う所作により町を
治療するため、「Therapy」に対して接頭語の「re」を
つける。それにより「再び」や「反対に」という批評
性を持ったカウンタープロジェクトの立ち位置を定め
た。救済療法ではなく「Salvage Therapy」という英語
を用いた理由は、「Salvage」の持つ海南救助という意
味を含ませるためである。
　かつての戸塚は柏尾川による恩恵を受けていた反
面、暴れ川の猛威も受けていた。人々は、川と向き合
い共に歩んできた歴史がある。堤防の整備により浸水
被害は減ったが、現在は都市化という浸水に見舞われ
ている。
　町の改革の為に行われた再開発事業によって造られ
た大型商業施設の廃墟化は地方だけでなく、副都心で
ある戸塚でも起こっている。将来的な人口減少がさら
に拍車をかけると予想される今、新たな町の更新の仕
方を提案する。
　（２）計画敷地
　対象とする敷地は、残っている商店街から地区セン
ターまでの将来的に再開発が行われると予想されるエ
３．設計計画
リアとする。既存の総合病院と、現在建設中の高層マ
ンションはそのまま残す。
　（３）設計手法
　a）ヒューマンスケール
　駅前の再開発ビルは、都市の文脈に関係なく中高層
の巨大な建築を造り出した。かつての商店街での人と
人の距離感を建築内外で展開する。
　b）人の流れをつくる
　再開発ビル内の主要動線はそのヒエラルキーから単
調な流れを造ってしまっている。また、建物周辺が閉
ざされているため、過度の粗密が起こっている。ゆえ
に、流れをつくる計画をすることで町に流動性をもた
らす。
　c）都市の広場を設ける
　戸塚には 100 年以上の歴史ある「八坂神社例大祭」
が駅前西口エリアで行われていたが、再開発により露
店数の縮小や「お札まき」と呼ばれる横浜市の無形文
化財に指定されている伝統行事も、かつては商店街を
練り歩く様が夏の風物詩であったがそれも現在では境
内で細々と行われるようになってしまった。
　人々が憩いの場として使える公園広場をつくり、祭
事には都市広場として使える空間をつくる。
図５　対象エリア敷地図
　d）戸塚らしさ「雑多性」
　先にも述べたように戸塚は様々な町の顔を持ってき
た。その多様性を空間に置き換え、別の言語が作り出
す場所にする。その基盤として微地形と江戸時代から
続いていた道割がつくる路地性を取り込む。現代の新
たな戸塚らしさを造り出す。
　
　町が大きく変化し始めた今、都市化という波に追い
やられ戸塚の持っていた歴史性や文化が衰退を始めて
しまった。本計画によって豊かな町づくりのオルタナ
ティブを提示する。
　これまで築き上げてきた戸塚の魅力が新たな時代に
適合した進化を遂げることを願う。
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